　職種：エンジニア（サーバーサイド）　職務：プログラミング（サーバー側）

【概要】

　モバイルのウェブ・コンテンツやアプリとデータをやり取りするためのサーバ－サイドのプログラムを作成する。
【仕事の内容】

サーバーサイドで動作するプログラムを作成する仕事である。例えばデータベースからデータを取得してクライアントに送信したり、クライアントから送信されたデータをデータベースに挿入したりするプログラムを作成する。

サーバーサイドで動作させるプログラムの作成を行うことのできる言語および環境は一つではなく、新しい技術が年々増えている。その中から対象となるコンテンツや組織が得意とするものを選択し、使用する。

ＡＰＩを作成する場合は、プロジェクトマネージャが設計したインタフェースに従ってデータのやり取りができるようにプログラムを構築する。
【求められる経験・能力】

（1） 大学や専門学校でコンピュータ教育を受けた経験、プログラミングのスキルが必須である。入職にあたって免許や資格は特に必要ないが、情報処理技術者の資格があると有利である。 
（2） ネットワークプロトコルであるＨＴＴＰについての知識は必須である。

（3） 使用するプログラミング言語にあわせたフレームワークを使用できる。

（4） ＡＰＩを作成する場合はJSON やXML などのフォーマットに合わせてデータを記述する必要がある。
（5） プログラムに関する幅広い知識を習得するには、集中力と柔軟な思考力が求められる。また、目標となるモデルを具現化するために複数の手段が考えられるため、最善策を導き出す論理力や手順を一つ一つ正確に組み立てていく細やかな対応が求められる。
（6） 開発したプログラムにおける不具合などの緊急対応や納期の関係から、プログラミングに関する能力に加え、忍耐強さも必要である。
【関連する資格・検定等】

· ウェブデザイン技能検定１級・２級・３級〔厚生労働省 職業能力開発促進法
（国家検定）〕［指定試験機関：特定非営利活動法人 インターネットスキル認定普及協会］

· 基本情報技術者試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· 応用情報技術者試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· システムアーキテクト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

 ネットワークスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· データベーススペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· 情報セキュリティスペシャリスト試験［独立行政法人 情報処理推進機構］

· ＬＰＩＣ ［特定非営利活動法人 エルピーアイジャパン］

· ＭＣＰ（マイクロソフト認定技術資格）[マイクロソフト株式会社]

· オラクルマスター［日本オラクル株式会社］

· オラクル認定資格制度 Ｊａｖａ認定資格［Oracle University］

· Oracle Certified Professional, MySQL 5.6 Developer［Oracle University］

· Ruby 技術者認定試験 [一般財団法人Ruby アソシエーション]

· Rails 技術者認定試験 [一般社団法人Rails 技術者認定試験運営委員会]

· PHP 技術者認定試験 [一般社団法人 PHP 技術者認定機構]
【労働省職業分類（小分類）との対応】
１０２ システム設計技術者
 　 １０４ ソフトウェア開発技術者
【参考：ＩＴスキル標準［独立行政法人 情報処理推進機構〕のキャリアフレームワークとの対応】

・ＩＴスペシャリスト、アプリケーションスペシャリストに相当する


